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医療相談室年間報告
（昭和54年1月～昭和54年12月）

足　利　量　子

は　じ　め　に

　医療相談室の昨年1年間における業務状況の報

告をまとめ，新病院にむけての，業務内容を検討

すべく報告書を作成いたします。

患者に対する相談援助

　図1にみられる如く，相談援助は各科にわたっ

ているn

　昨年の傾向として，電話による直接市民の相談

がめだつ。また，患者家族自身相談室を訪ねる傾

向も出てきた。院内からの紹介は主治医が多く，

次にナースとなっているが，問題が発生し因難な

状態になってからの連絡が多く，その点，当室の

努力不足と反省し今後相談室の機能をよく院内職

員に理解してもらい，早期援助を開始すべくシス

テムの確立が望まれる。
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治療過程における

他職種への助言資料提供

90ケース（7．1％）

地域関係機関
への連絡依頼
145ケース
（／1．4％）

医療費特定
疾患身障者診

断その他法

制度活用

69ケース
（5．4％）

］，269ケース
（／00．0％）

診断治療方針決定への参加
7ケース（O．6％）

医師との学術的共同研究
　1ケース（0．1％）

患者家族の持つ問
題に関する情報収
集社会的要因把炉
475ケース
（37．4％）

病院の機能サー
ビX内容説明
150ケース
　　　　　　療養不適応状態調整（19．5％）
　　　　　　248ケース（19、5％）

仙台市立病院医療相談室

　（退院時ひきとり手がいない，退院時入院以来医

療費が支払れていない，これでは遅すぎる．）

　方法としては，

　　①　入院時のチェック体制（早期援助開始）

　　②　病棟カンファランス参加

　　③　その他

　後述の症例は，ほんの一例であるが，早期に主

治医から依頼のあったもので概むね経済的，心理

社会的問題の援助の出来た事例である。今後，老

人患者の増大と神経科新設によって相談室の業務

は増大すると予測される。神経科においては

C．MIとか，　Y．G判定も業務内容に入る可能性も

ある。また当院が急性期患者のケヤーを責務とす

るなら次のラウンドへの対応として，リハビリ施

設，その他関係各機関とのコソタクトもますます

必要となろう。

　これらの要件を充足するためには，相談室の機
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能の強化と人材の確保が望まれる。

　　　　　　　教　育　活　動

　　（1）東北福祉大学学生に対する教育，

　　　　　　講座名　医療社会事業

　　（2）仙台市立高等者護学院生に対する教育、

　　　　　　講座名　社会福祉

　　（3）仙台市医師会高等看護学院生に対する教

　　　　育，

　　　　　　講座名　社会福祉

　　（4）東北大学医療技術短期大学部看護学科生

　　　　に対する教育。

　　　　　　講座名　総合看護の中での医療社会

　　　　　　　　　　事業

　　（5）実習生の指導

　　　　　　実習名　医療相談室実習

　　　　　　　仙台市立高等看護学院生　29名

　　（6）東北大学医学部新入生に対して。

　　　　　　見学目的　救急医療の実態

　　　　　　　　　　　（患者家族の社会的背景

　　　　　　　　　　　について）

　　　　　　　東北大学医学部学生　9名

　　　　　　　論文発表，その他

　　（1）地域保健医療における医療社会（福祉）

　　　　事業の業務体系の確立に関する研究（大

　　　　同生命厚生事業団医学研究による共同研

　　　　究）

　　（2）　日本医療福祉学会において

　　　　「医療福祉の経済的基盤1にパネリスト発

　　　　表　S54．9．8　神戸

　　（3）医療社会事業の資格制度化

　　　　昭和54年度全国大会　シソポヂスト発

　　　　表S54．5．25札幌

　（4）東北大学脳研岡先生リポートへの参考文

　　　献－協力　S54．11．

　（5）高知県医療社会事業協会に講師

　　　　テーマ　「遷延性意識障害者援助運動へ

　　　　　　　のソーシャルワーカーのかかわ

　　　　　　　り」　S54．3．23　高知

　（6）山形県高等看護学校教務主任研修会に講

　　　　師

　　　　テーマ　ー看護教育における社会福祉導

　　　　　　　入の方法一　S54．4．25　山形

　　（7）旭川市社会福祉問題研究会に講師

　　　　テーマ　「パラメヂカノレのチームと福祉

　　　　　　　の専門性」　S54．5．24旭川

　　（8）宮城県下各病院長に対する「医療ソー

　　　　シャルワーカーの実態調査」に調査項目

　　　　企画　S54．7．～10．（一次・二次）

　　（9）一病院1医学書院　1979年1月号

　　　　　i医療相談室二紹介の記事にリポート

　　（10）名古屋保健衛生大学脳神経外科教室の調

　　　　査に対する参考文献協力　S54．12．

　日常業務に追われ，まとまった研究成果のな

かった点を反省しておりますが研修病院をめざす

当院にとって実習への協力は，多大な資料を与え

てくれました，

　　　　　　　お　わ　り　に

　一年間の報告書を作成し考察してみると計画性

にとぼしく業務に追われている点がめだち今後の

反省の資料にしたいと思います、

　今後諸先生の御指導，御指摘をいただき当院に

受診，受療する患者のサービスにつとめたく考え

ております，

　　　　　　　　　　（昭和55年3月12日　受理）
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